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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】点火プラグとバーナーの火口との間隔を一定に
保ち、点火不良のおそれのない圧電点火機構を備えたコ
ンロを提供する。
【解決方法】コンロ内に延伸させて設けられたバーナー
４のガス供給部側の端部近傍上面に、圧電点火機構の点
火プラグ２を装着する点火プラグ装着板が溶接等で固着
されてなり、点火プラグ２とバーナー４の火口との位置
関係を固定することにより、安定、確実な点火を可能に
し、かつ、コンロの燃焼室とガス供給部とを隔離する隔
離板１１に、点火プラグ装着板を介して点火プラグ２が
固着されたバーナー４を挿入する下部が円弧の凸字形状
の開口が穿って円筒形バーナーの軸回りの回転を抑制し
て燃焼室内の火力分布を安定に保持してなる圧電点火機
構を備えたコンロ１による。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　左右いずれか一方の側面にカセットボンベを装着するガス供給部（１０）を備え、他の
三方（前面、背面ともう一方の側面）は燃焼に必要な空気の流入孔が複数設けられた金属
製の側板で構成され、内部にガス供給部（１０）からのガスを燃焼させるバーナー（４）
を前面と背面との間の中央部に延伸させて設けられたコンロにおいて、
前記コンロ内に延伸させて設けられたバーナー（４）のガス供給部（１０）側の端部近傍
上面に、圧電点火機構の点火プラグ（２）を装着する点火プラグ装着板（３）が固着され
てなり、点火プラグ（２）とバーナー（４）の火口（４ａ）との位置関係を固定すること
により、安定、確実な点火を可能にしてなることを特徴とする圧電点火機構を備えたコン
ロ。
【請求項２】
　点火プラグ装着板（３）は、前記バーナー（４）上に一定間隔を置いて配置される中央
の点火プラグ装着部（３ａ）と、バーナー（４）の上部外形に合わせて加工された左右両
端部のバーナー固着部（３ｂ）と、前記バーナー固着部（３ｂ）の両脇に突出されたウイ
ング（３ｃ）とが一体に形成されてなり、前記点火プラグ装着部（３ａ）上に前記点火プ
ラグ（２）が載置、固定されてなることを特徴とする請求項１に記載の圧電点火機構を備
えたコンロ。
【請求項３】
　点火プラグ装着板（３）のバーナー（４）への固着が、溶接によって行われることを特
徴とする請求項１又は２に記載の圧電点火機構を備えたコンロ。
【請求項４】
　コンロの燃焼室とガス供給部（１０）とを隔離する隔離板（１１）に、点火プラグ装着
板（３）を介して点火プラグ（２）が固着されたバーナー（４）を挿入する下部が円弧の
凸字形状の開口（１２）が穿たれてなることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に
記載の圧電点火機構を備えたコンロ。
                                                                                
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　左右いずれか一方の側面にカセットボンベを装着するガス供給部を備え、他の三方（前
面、背面ともう一方の側面）は燃焼に必要な空気の流入孔が複数設けられた金属製の側板
で構成され、内部にガス供給部からのガスを燃焼させるバーナーを前面と背面との間の中
央部に延伸させて設けられたコンロにおいて、安定、確実に点火できる圧電点火機構を備
えたコンロに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の、燃焼室内にガス供給部からのガスを燃焼させるバーナーを前面と背面との間の
中央部に延伸させて設けられたコンロ（特許文献１）においては、図５に示すように、圧
電点火機構の点火プラグ２は、燃焼室とガス供給部との隔離板１１のバーナー４が取り付
けられた位置の上方に、点火プラグ装着板３’を介してネジ止めされ、その先端に設けら
れた放電電極２ａがバーナー４の火口４ａ近くに配置された構造になっていた。このため
、製造に当たっては、前記隔離板１１への点火プラグ装着板３の取り付け位置をはじめと
して点火プラグとバーナーの火口との間隔等についてきめ細かな調整が必要となり、また
長期使用によって点火プラグ装着板の姿勢が、取付けネジの緩みになどによって不安定に
なると、前記点火プラグの放電対象位置も不安定に変化し、点火プラグのスパークがバー
ナーの火口に届かず点火不良となるおそれがあった。
　また、円筒形のバーナーにあっては、固定したネジの緩み等によって回転して火口がい
ずれか一方に偏り、燃焼室内の火力分布に不均衡を生じるおそれもあった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第１７３６１３号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は上記背景技術に鑑みてなされたもので、点火プラグとバーナーの火口との間隔
を一定に保ち、点火不良のおそれのない圧電点火機構を備えたコンロを提供するものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案者は上記課題を下記の手段により解決した。
　（１）左右いずれか一方の側面にカセットボンベを装着するガス供給部を備え、他の三
方（前面、背面ともう一方の側面）は燃焼に必要な空気の流入孔が複数設けられた金属製
の側板で構成され、内部にガス供給部からのガスを燃焼させるバーナーを前面と背面との
間の中央部に延伸させて設けられたコンロにおいて、
前記コンロ内に延伸させて設けられたバーナーのガス供給部側の端部近傍上面に、圧電点
火機構の点火プラグを装着する点火プラグ装着板が固着されてなり、点火プラグとバーナ
ーの火口との位置関係を固定することにより、安定、確実な点火を可能にしてなることを
特徴とする圧電点火機構を備えたコンロ。
　（２）点火プラグ装着板は、前記バーナー上に一定間隔を置いて配置される中央の点火
プラグ装着部と、バーナーの上部外形に合わせて加工された左右両端部のバーナー固着部
と、前記バーナー固着部の両脇に突出されたウイングとが一体に形成されてなり、前記点
火プラグ装着部上に前記点火プラグが載置、固定されてなることを特徴とする前項（１）
に記載の圧電点火機構を備えたコンロ。
　（３）点火プラグ装着板のバーナーへの固着が、溶接によって行われることを特徴とす
る前項（１）又は（２）に記載の圧電点火機構を備えたコンロ。
　（４）コンロの燃焼室とガス供給部とを隔離する隔離板に、点火プラグ装着板を介して
点火プラグが固着されたバーナーを挿入する下部が円弧の凸字形状の開口が穿たれてなる
ことを特徴とする前項（１）～（３）のいずれか１項に記載の圧電点火機構を備えたコン
ロ。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案の圧電点火機構を備えたコンロにより、下記の効果が発揮できる。
　〈１〉左右いずれか一方の側面にカセットボンベを装着するガス供給部を備え、他の三
方（前面、背面ともう一方の側面）は燃焼に必要な空気の流入孔が複数設けられた金属製
の側板で構成され、内部にガス供給部からのガスを燃焼させるバーナーを前面と背面との
間の中央部に延伸させて設けられたコンロにおいて、
前記コンロ内に延伸させて設けられたバーナーのガス供給部側の端部近傍上面に、圧電点
火機構の点火プラグを装着する点火プラグ装着板が固着されているので、この点火プラグ
装着板に点火プラグを装着することによって点火プラグとバーナーの火口との位置関係が
固定され、安定、確実な点火が可能になる。
　また、従来のコンロの製造時に行われていた点火プラグ装着板の隔離板への取付けをは
じめとして点火プラグとバーナーの火口との間隔調整等細心の注意を要した作業がなくな
り、生産性が向上し、量産による低廉化を図ることができる。
　〈２〉点火プラグ装着板は、前記バーナー上に一定間隔を置いて配置される中央の点火
プラグ装着部と、バーナーの上部外形に合わせて加工された左右両端部のバーナー固着部
と、前記バーナー固着部の両脇に突出されたウイングとが一体に形成されてなるので、左
右両端部のバーナー固着部をバーナーに溶接等によって固着した後前記点火プラグを点火
プラグ装着部に載置してネジ止め等によって固定すればよく、作業効率の向上に資する。
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　〈３〉コンロの燃焼室とガス供給部とを隔離する隔離板に、点火プラグ装着板を介して
点火プラグが固着されたバーナーを挿入する下部が円弧の凸字形状の開口が穿たれている
ので、前記バーナーを前記開口に挿入したとき前記ウイングと前記点火プラグ装着部とを
連結する垂直面部が前記隔離板に当接し、かつ前記ウイングの上面が前記開口の中央部に
水平に形成され部分に当接してバーナーの軸回りの回転を抑止でき、燃焼室内の火力分布
を常に一定に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の圧電点火機能を備えたコンロの一実施例の斜視図
【図２】点火プラグ装着板がバーナーに載置固定された状態の斜視図
【図３】バーナーに固着された点火プラグ装着板に点火プラグが装着された状態の斜視図
【図４】本考案の点火プラグが載置固定されたバーナーの取付け方法の説明用斜視図
【図５】従来のコンロにおける点火プラグとバーナーの取付け方法の説明用斜視図
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　本考案のコンロを実施するための形態を、実施例の図に基づいて説明する。
　図１は本考案の圧電点火機能を備えたコンロの一実施例の斜視図、図２は点火プラグ装
着板がバーナーに固着された状態の斜視図、図３はバーナーに固着された点火プラグ装着
板に点火プラグが載置固定された状態の斜視図であり、図４本考案の点火プラグが載置固
定されたバーナーの取付け方法の説明用斜視図である。
　図において１はコンロ、２は点火プラグ、２ａは放電電極、２ｂは絶縁碍子、２ｃは止
め金、３は点火プラグ装着板、３ａは点火プラグ装着部、３ｂはバーナーへの固着部、３
ｃはウイング、３ｄは垂直面部、３eはねじ穴、３ｆはスリット、４はバーナー、４ａは
火口、５はガス点火・供給量調節つまみ、６は安全レバー、１０はガス供給部、１１は隔
離板を示す。
【０００９】
　本考案の圧電点火機構を備えたコンロ１は、図１に示すような左右いずれか一方の側面
にカセットボンベを装着するガス供給部１０を備え、他の三方（前面、背面ともう一方の
側面）は燃焼に必要な空気の流入孔が複数設けられた金属製の側板で構成され、内部にガ
ス供給部からのガスを燃焼させるバーナー４を前面と背面との間の中央部に延伸させて設
けられてなり、かつ、図２に示すように、圧電点火機構の点火プラグ２を載置、固定する
点火プラグ装着板３が、前記コンロ１内に延伸させて設けられたバーナー４のガス供給部
１０側の端部近傍上面に溶接等で固着して形成されてなるものである。
【００１０】
　前記点火プラグ装着板３は、図２に示すように、前記バーナー４上に一定間隔を置いて
配置される中央の点火プラグ装着部３ａと、バーナー４の上部外形に合わせて加工された
左右両端部のバーナー固着部３ｂと、前記バーナー固着部３ｂの前後に突出させて設けら
れたウイング３ｃとが一体として形成されており、前記点火プラグ装着部３ａには、前記
点火プラグ２を装着する止め金２ｃ（図３参照）用の垂直面部３ｄ及びねじ穴３ｅが設け
られている。
【００１１】
　前記点火プラグ２は、絶縁碍子２ｂから突出した放電電極２ａから金属製のバーナー４
への放電によって火口４ａから放出されるガスに点火するものであって、図３に示すよう
に絶縁碍子２ｂ中央部に設けたくびれに前記止め金２ｃを渡してねじ止めによって点火プ
ラグ装着部３ａに固定される。
　そして、放電電極２ａと一体に構成された導体が前記絶縁碍子２ｂ内を貫通して絶縁碍
子２ｂの他端から突出した端子に被覆電線２ｄが接続され、該被覆電線２ｄは前記ガス供
給部１０内に設けられた圧電素子（図示せず）に接続され、ガス供給部１０の前面パネル
に設けられたガス点火・供給量調節つまみ５の操作によって前記圧電素子の起電力が点火
プラグ２の放電電極２ａに伝達されることによってバーナー４の点火が実行される。
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　本考案の点火プラグ装着板３を介して点火プラグ２が固着されたバーナー４のコンロ本
体への取り付けは、図４に示すように、前記ガス供給部１０とコンロの燃焼室を隔離する
と隔離板１１に下部が円弧の凸字形状の開口１２を穿ち、前記バーナーを前記開口１２に
挿入することによって行われる。
　挿入によって前記ウイング３ｃと前記点火プラグ装着部３ａとを連結する垂直面部３ｄ
が前記隔離板１１に当接し、かつ前記ウイング３ｃの上面が前記開口１２の中央部に水平
に形成された部分に当接してバーナー４の軸回りの回転を抑止し、燃焼室内の火力分布を
常に一定に保つよう作用する。
【００１３】
　図１において、バーナー４を直線状に延伸されたものとして示したが、特許文献１に記
載されたバーナー４のように緩やかに蛇行したＳ字形状でなるものであってもよい。
　また、前記バーナー４の上に一定間隔を置いて着脱自在に装着され、炭またはセラミッ
ク端を載置して前記バーナー４の炎によって着火、若しくは加熱されるよう構成された炭
受け（図示せず）を備えたコンロであってよく、この場合には点火プラグ２が存在する近
傍上の前記炭受けに、炭受けへの放電を抑止するとともに、炭受けを装着した状態でも点
火プラグの点検保守ができるような開口部を設けておくことが好ましい。
【符号の説明】
【００１４】
　　１：コンロ
　　２：点火プラグ
　　２ａ：放電電極
　　２ｂ：絶縁碍子
　　２ｃ：止め金
　　２ｄ：被覆電線
　　３：点火プラグ装着板
　　３ａ：点火プラグ装着部
　　３ｂ：バーナーへの固着部
　　３ｃ：ウイング
　　３ｄ：垂直面部
　　３ｅ：ねじ穴
　　３ｆ：スリット
　　３’：従来の点火プラグ装着板
　　４：バーナー
　　４ａ：火口
　　５：ガス点火・供給量調節つまみ
　　６：安全レバー
　　１０：ガス供給部
　　１１：隔離板
　　１２：下部が円弧の凸字形状の開口
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